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(殊 ニ 家 兎 胎 兒 ニ 於 ケ ル 檢 索)
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緒 言

余 ハ 曩 ニ哺 乳 動物 ノJacobsonsches Organノ

形態 學 的 發 生 ニ關 シ テ未 ダ先 人 ノ試 ミザ リシ系統

的 觀 察 ヲ試 ミRatte, Maus及 ビMeerschweinchen

ノ各 胎 兒 ニ就 テ檢 索 ヲナ シ報 告 ヲナ シ タル モ 更 ニ

Kaninchenノ 胎 兒 ニ於 テ研究 ヲ試 ミ ン ト欲 シ恩

師 敷 波 教授 ノ指 導 ノ下 ニ檢 索 ヲ行 ヒタ ル結 果所 期

ノ目的 ニ 達 シ タル ヲ以 テ爰 ニ コ レ ヲ公 表 シテ諸 賢

ノ御 批 判 ヲ仰 ガ ン トス.

研 究 方 法 及 ビ 材 料

研 究材 料 トシ テ家 兎 胎 兒連 續 横 斷 切 片 ヲ使 用 セ

リ.切 片 作 製 ニ當 リ固 定 ハ 凡 テFormol-Alkohol

ヲ 用 ヒ,染 色 ハBoraxkarminノ 單 染 色 及 ビ

Haematoxylin-Eosin重 複 染色 ヲ施 シ タ リ.包 埋

ハ 凡 テParaffinヲ 用 ヒ10-20μ 厚 ノ連續 横 斷 切

片 トセ リ.斯 ク 切 片 中 ヨ リ本 研 究 ニ必 要 ナ ル9階

梯 ヲ選 ビ之 ヲ仔 細 ニ檢 鏡 ス ル ト同 時 ニ必 要 ナル 部

分 ノ複 成 蝋 模 型 ヲ作 製 シ テ檢 鏡 所 見 ト對 比觀 察 セ

リ.

自 己 所 見

第1階 梯 Nr. 20 (Sch-St-L. 6.0mm)

本 階 梯 ニ於 ケル 胎 兒 ノ發 育 状態 ヲ見 ル ニ先 ヅ聽

原基 ハ 内淋 巴管 稍 々伸長 シ聽 胞 ハ三半 規管 嚢 ヲ現

ハ ス.視 原 基 ハ續 發性 眼胞 ヲ形 成 シ テ水 晶體 原基

ヲ抱 ク.肺 原 基 ハ其 ノ氣 管 既 ニ左 右 ノ氣管 枝 ヲ分

岐 ス.嗅 原基 ハ視 原基 ノ頭 背 方 ニ當 リ前腦 胞 ノ頭

端 ニ相 當 スル部 位 ニ於 テ外 胚 葉 ノ肥 厚 陷 凹 セル嗅

窩 ノ状 態 ヲ呈 シ テ現 ハ レ廣 ク外界 ニ開 放 スルモ其

ノ尾 端 ノ1部 ハ既 ニ絞扼 現 象 現 ハ レテ將 ニ嗅 嚢 ヲ

形 成 セ ン トスルガ 如 キ状 ヲ呈 ス.而 シ テ コノ嗅窩

壁 ハ 一般 ニ多層 圓 柱 上 皮 ヨ リ成 リテ肥 厚 スル モ其

ノ 内側 壁 ハ 外 側壁 ニ比 シテ 更 ニ肥 厚 ス.

コ ノ嗅 窩 内 側壁 ニ於 テ其 ノ尾端 ヨ リ190m頭 方

ヨ リ口方 ニ向 ツテ約100mノ 距 離 ニ亙 リ嗅窩 内側

壁 ノ腹 方端 將 ニ周 圍外 皮 ニ移行 セ ン トスル部 ニ於

テ背 内方 ニ向 ツテ膨 出 スル1凹 陷 ヲ認 ム.コ ノ部

ノ上 皮 ハ 多 層 圓柱 上皮 ヨ リ成 ル モ嗅 窩壁 ノ他 ノ部

ニ比 シ テ少 シ ク肥 厚 ス.之 即 チJacob. Organノ

初 發 原 基 ナ リ(Fig. 1).
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Fig. 1.

之 ヲ模 型 ニ就 キ テ觀 察 スル ニJacob. Organ原

基 ハ嗅窩 ノ長 軸 ノ方 向 ニ一 致 シ テ 口尾 ノ方 向 ニ長

徑 ヲ現 ハ ス長 橢 圓 形 ノ膨 出 トシテ嗅 窩 内 側壁 ノ將

ニ外皮 ニ移 行セ ン トスル 部 ニ現 ハル(Fig . 2).

Fig. 2.

第2階 梯 Nr. 32 (Sch-St-L. 7.0mm)

聽 原基 ハ 内淋 巴管 更 ニ延 長 シ,三 半 規 管 嚢 益 々

著明 トナル,視 原 基 ハ前 階梯 ト大 差 ナ キ モ肺 原基

ノ左 右氣管 枝 ハ一 層 伸長 シテ更 ニ分 岐 セ ン トス.

嗅窩 ノ絞扼 ハ 尾方 ヨ リ更 ニ 口方 ニ進 ミ,且 同 時 ニ

其 ノ口方 端 ノ1部 モ絞 扼 セ ラル ル ヲ見 ル.

Jacob. Organ原 基 ハ 前 階梯 ト同樣 ノ位 置 ニ於

テ現 ハ レ益 々其 ノ膨 出 ノ度 増 大 シ,其 ノ壁 ハ多 層

圓柱 上皮 ヨ リ成 リテ一 般 嗅 窩 壁 ヨ リ稍 々肥厚 ス

(Fig. 3).今 之 ヲ模 型 ニ就 キ嗅 窩 内面 ヨ リ觀 察 ス

Fig. 3.

ル ニ嗅 窩 内 側壁 ノ頭 端 部 ニ近 キ部 ヨ リ尾 方 ニ向 フ

テ嗅 窩長 軸 ノ略 ボ半 ニ迄 達 スル1條 ノ縦 溝 ア リコ

レ即 チJacob. Organ原 基 ニ シ テ コ ノ溝 ハ嗅 窩 内

側 壁 ノ腹 方 端 即 チ外 皮 ニ移 行 セ ン トスル部 ニ現 ハ

レ其 ノ幅 員 即 チ腹 背 徑 ハ尾 方 ニ小 ニ シ テ 口方 ニ大

ニ シテ 其 ノ深 サ ハ該 原 基 中央 部 ニ於 テ最 モ 深 ク 口

尾 兩方 向 ニ 向 ツ テ漸 次 淺 ク ナ ル(Fig. 4).コ ノ模

型 ヲ外 方 ヨ リ眺 ム レバJacob. Organ原 基 ハ嗅 窩
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Fig. 4.

内 側壁 ノ上記 縦 溝 ニ一 致 セ ル部 位 ニ出現 ス ル長橢

圓 形 ノ膨 出 トシ テ現 ハ レ タ リ(Fig. 5).

Fig. 5.

第3階 梯 Nr. 35 (Sch-St-L. 8.0mm)

コ ノ階 梯 ニ至 レバ嗅 窩 ノ絞 扼 全 ク成 リテ嗅嚢 ト

ナ リ其 ノ口方 端 ノ腹 側 ニ於 テ外 界 ト交 通 ス.而 シ

テ嗅嚢 横 斷 面 ハ 不 正 三 角形 ヲ呈 シ テ背 側 壁 腹 側壁

内 側壁 ヲ現 ハ シ腹 側壁 最 モ長 ク背 側 壁 之 ニ次 ギ 内

側 壁 最 モ 短 シ.

嗅嚢 尾端 ヨ リ280m口 方 ノ部 ヨ リ其 ノ 口方端 ニ

至 ル 間 ニ亙 リ テ 嗅 嚢 内 側壁 ノ腹 側壁 ニ 移行 セ ン

トスル部 ニ於 テ其 ノ壁 背 内方 ニ膨 出 シ テJacob.

Organ原 基 ヲ形成 ス(Fig. 6).而 シ テJacob.

Organハ 斯 ノ如 クdivertikelformigニ 膨 大 スル

モ 其 ノ尾端 ノ1小 部 ハ既 ニ嗅嚢 壁 ヨ リ絞 扼 分離 セ

ン トスル ノ状 ヲ呈 シ,コ ノ絞扼 セ ラ レタル部 ハ 内

腔 ヲ現 ハ サ ズ シ テ充實 セ ル細胞 塊 線 状 ニ排 列 ス.

Fig. 6.

之 ヲ模 型 ニ就 キ テ觀 察 スル ニJacob. Organハ

嗅嚢 内 側壁 ニ移 行 セ ン トスル部 ニ於 ケル膨 出 トシ

テ現 ハ レ嗅 嚢 長 期 ニ沿 フテ其 ノ長 徑 ヲ現 ハ ス長橢
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圓形 憩室 状 ヲ呈 シ,其 ノ尾 端 ハ嗅 嚢 壁 ヨ リ絞扼 分

離 セ ン トスル状 ヲ現 ハ ス.而 シテJacob. Organ

原基 ノ腹 背 兩 側 ニ ハ 嗅 嚢 壁 ト界 ス ル 溝 ヲ現 ハ シ

將 來 ノ該 原 基 ノ管 腔 形 成 ヲ暗 示 ス ル モ ノ ノ 如 シ

(Fig. 7).

Fig. 7.

第4階 梯 Nr. 39 (Sch-St-L. 8.5mm)

聽 原基 ハ 既 ニ三 半 規管 嚢1部 絞 扼 ヲ行 ヒ,唾 液

腺 原基 又其 ノ初 兆 ヲ現 ハ シ,肺 原 基 ハ左 右 氣 管枝

數 囘 ノ分 岐 ヲ現 ハ ス.鼻 中 隔軟 骨 原 基 間葉 細 胞 集

積 トシテ其 ノ姿 ヲ現 ハ シ鼻腔 又發 育 シテ其 ノ内側

壁最 モ長 ク現 ハ レ腹 側 壁 之 ニ次 ギ背 壁 最 モ短 シ.

Jacob. Organ原 基 ハ前 階 梯 ト同樣 ノ位 置 ニ同

樣 ノ状態 ニ於 テ出現 スル モ其 ノ絞扼 現 象 ハ 大 イニ

進 ミ其 ノ大 部 ハ 鼻腔 内側壁 ヨ リ分 離 シ其 ノ頭 半 部

ニ於 テ鼻腔 内側壁 ノ腹 側壁 ニ接 スル 部 ニ開 口 ス.

其 ノ横 斷 面 ヲ見 ル ニ 其 ノ 尾 方 部 ハ横 斷 圓 形 ヲ呈

シ,内 腔極 メテ小 ニ シ テ尾端 ノ大 部 分 ハ 内腔 ヲ現

ハ サザ ル細 胞 塊 トシ テ盲端 ニ終 ル .サ レ ド口方 部

ニ至 ル ニ從 ヒ次 第 ニ明 カナ ル 内腔 ヲ現 ハ シ遂 ニ鼻

腔 内 ニ開放 ス.

今之 ヲ模 型 ニ就 キ テ觀 ル ニJacob. Organノ

尾方1/2部 ハ既 ニ全 ク鼻腔 壁 ヨ リ絞扼 分離 獨 立 シ

テ圓柱 状 ヲ呈 スルモ 口方 半 部 ハ未 ダ鼻腔 壁 ノ膨 出

トシテ廣 ク之 ト交 通 ス.サ レ ドコ ノ部 ノ腹 背 兩側

ニ溝 ヲ現 ハ ス コ ト前 ノ階 梯 ニ於 ケ ル ト同樣 ナ リ

(Fig. 8).

Fig. 8.

第5階 梯 Nr. 48 (Sch-St-L. 12.0mm)

本 階 梯 ニ於 テハ聽 原基 ハ 三 半 規管 完 成 セ ラ レテ

球 嚢 橢 圓 嚢 ノ分化 モ著 明 ナ リ.鼻 腔 モ 又進 化 シ,

副 鼻 腔 ヲ現 ハ シ,鼻 中 隔 原基 未 ダ前 軟 骨 ノ域 ニハ

達 セ ザ レ ドモ細 胞 ノ密 度 益 々大 トナ リ且細 胞 體 少

シ ク膨 大 ス.Jacobsonscher Knorpel亦 間葉 細

胞 集 積 トシ テJacob. Organノ 内腹 側 ニ弧 状 ヲ呈

シ テ 出現 ス.Jacob. Organノ 絞 扼 ハ殆 ド完 了 シ,

其 ノ口方 端 ノ1部 ヲ以 テ鼻腔 ニ開 口 シ他 ノ部 ハ完
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全 ニ鼻 腔 壁 ヨ リ分離 セ リ,而 シテ 其 ノ横 斷 面 ハ 尾

方 部 ハ 圓 形 ヲ呈 スル モ 口方 部 ハ 其 ノ長徑 ヲ外 背 方

ヨ リ内腹 方 ニ向 ケ タル橢 圓 形 ヲ呈 シ,其 ノ内腔 ハ

尾端 部 ニハ認 メ難 キ モ 口方 ニ向 ツテ次 第 ニ内腔 ヲ

現 ハ ス.其 ハ壁 ハ 尾半 部 ニ於 テハ 四方 同樣 ノ多 層

Fig. 9.

圓柱 上皮 ニ被 ハ ル ルモ 口方 半 部 横 斷面 橢 圓形 ヲ呈

スル部 ハ其 ノ内背 壁 特 ニ肥 厚 シ,外 腹 壁 稍 々菲 薄

ナ ル ヲ見 ル.サ レ ド最 口方 端 ハ再 ビ同 一上 皮 ニ被

ハ ル背腔 ヲ現 ハ シテ遂 ニ鼻 腔 ニ開 口 ス(Fig . 9).

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニJacob. Organハ 鼻腔 ノ

内 側 壁 ノ内 側 ヲ其 ノ腹 側縁 ニ近 ク之 ト平 行 シ テ 口

方 ヨ リ尾方 ニ走 ル 單 管状 ヲ呈 シ,其 ノ口方 端 ニ於

テ鼻腔 ニ開 口 ス.之 ヲ側 面 ヨ リ見 レバ全體 トシ テ

長 紡 錘 形 ヲ呈 シ,其 ノ腹 背 徑 中 央部 ニ最大 ニ シテ

口尾 兩端 ニ向 ツテ漸 次小 トナ ル.其 ノ尾端 ハ圓形

管 状 ヲナ スモ 其 ノ口方 部 ハ 背 内方 ヨ リ腹 外 方 ニ壓

平 セ ラ レ タル 如 キ 形 ヲ呈 シ,最 口方 端 ニ於 テ再 ビ

圓 形 管状 ヲ呈 ス.因 ツ テ コ ノ階 梯 ニ於 テ ハJacob.

Organノ 體 部 トAusfuhr ungsgangト ノ區別 判

然 トナ ル.模 型 ニ就 テ計測 スル ニ左Jacob. Organ

原 基 ノ長 サハ41mm,右 側 該原 基 ノ長 サハ44mm

最 大 部 ノ長 徑 ハ左 右 共 ニ18mm,コ ノ部 ノ短 徑 ハ

12mmナ リ(Fig. 10).

Fig. 10.

第6階 梯 Nr. 53 (Sch-St-L. 18.1mm)

先 ヅ模 型 ニ就 テ觀 察 スル ニJacob. Organハ 鼻

中 隔 ノ背 外 側 ニ沿 フテ略 ボ ソノ腹 側縁 ニ竝 行 シ テ

存 在 シ細 長 キ棍 棒 状 ノ觀 ヲ呈 シ,ソ ノ横 斷面 ハ略

ボ橢 圓 ナ リ.其 ノ太 サ ハ前 階 梯 ニ比 シ著 シキ變化

ナ キ モ長 サ ニ於 テ著 シキ伸 長 ヲ認 ム.中 央體 部ハ

最 モ太 ク前 階 梯 ニ於 テ背 内方 ヨ リ腹 外方 ニ扁 平 ナ

リシ モ本 階 梯 ニア リテハ管 腔 捻 轉 ノ タ メ背腹 側 ニ
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扁平 トナ リ横 斷 面 ニ於 テ長 軸 ハ 内外 ハ方 向 ニ,短

軸 ハ背 腹 ノ方 向 ニ位 セ リ.而 シテ腹 側 壁 ハ稍 々膨

隆 セル ニ反 シ背 側 壁 ハ平 滑 ナ リ,コ ノ點 ハMaus,

Ratte及 ビMeerschweinchenノ 胎兒 ト著 シ ク異

ナ ル處 ニ シ テ既 ニ檢 索 シ タルMaus等 ニ於 テ背 側

壁 中 央 ニ認 メ タ ル 著 明 ノ溝 状 陷 凹 ハKaninchen

胎 兒 ニ於 テ ハ コ レ ヲ認 メザ ル ナ リ.模 型 ニ依 リ

Jacob. Organノ 計 測 ヲ試 ムル ニ全 長 ハ 右 側63mm

Fig. 11.

左側65mmニ シ テ前 階梯 ニ比 シ約20mm餘 ノ

伸長 ヲ示 セ リ.横 徑 ハ最 大部 分 ニ 於 テ 長 徑 左 側

16mm,右 側17mm,短 徑左 右 共 略 ボ12mmニ

シテ前 階 梯 ニ比 ス レバ 全長 著 シ ク増 加 セ ル ニ 反

シ最 大部 横斷 面 ノ長 軸 ノ減 少 セ ル 現 象 ヲ 認 メ タ

リ.

更 ニ顯微鏡 的 ニ觀 察 スル ニ,鼻 中 隔 ハ前 軟 骨 ノ

域 ニ達 シ鼻腔 亦 複雜 トナ リ,鼻 腔 壁 ニ ハ 多 ク ノ

Knospen-artigノ 腺 原 基 ノ出現 ヲ認 ム ル モ 未 ダ

Jacob. Organニ 於 テハ 附屬 腺 原 基 ノ出 現 ヲ見 ズ.

Jacob. Organノ 頭端 ハ細 小 ニ シ テ横 斷 面 ハ橢 圓

形 ヲ呈 シ周 圍組 識 トハ 截 然 タル 限界 ヲ有 シ内 腔 ハ

未 ダ認 メラ レズ,體 部 中央 部 ニ向 フニ從 ヒテ急 激

ニ太 サ ヲ増 シ内腔 出現 スル モ コ ノ内腔 ハ稍 々腹 側

ニ偏 在 スル ヲ以 テ管 壁 ハ 背 側 ニ厚 ク シ テ腹 側 ハ 薄

ク背 側 ノ半 バ ニ過 ギ ズ.

本 器 官 中 央部 ハ最 モ太 ク背 側 壁 ハ 益 々 ソノ厚 サ

ヲ増 ス.管 腔 ハ 口方 ニ及 ブ ニ從 ヒ漸 次 細 小 トナ ル,

Maus, Ratte及 ビMeerschweinchenニ 於 テ認

メタル ガ如 キ本 器 關 外 側 ノ溝 状 陷 凹 ハKaninchen

胎 兒 ニ於 テハ コ レ ヲ認 メズ シ テ 僅 ニ平 滑 ナ ル ニ過

ギ ザ ル ナ リ.

本 階 梯 ニ於 テ ハJacobsrn'scher Knorpelノ 原

基 ハ前 軟 骨 ハ状 態 ニ在 リテJacob. Organノ 内 腹

方 ニ半 月状 ヲ呈 シ テ之 ヲ被 フ.
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Fig. 12.

第7階 梯 Nr. 143 (Sch-St-L. 2.0mm)

本 階梯 ニ於 テ特 記 スベ キ コ トハJacob. Organ

ガ 著 明 ニ伸 長 増 大 セ ル コ ト.頭 方 部 ニ於 テ ソ ノ背

側壁 ニKnospenartigノ 腺 原基 發 生 セル コ ト及 ビ

Jacob. Knorpelガ 軟 骨化 シ本 器 官 ノ外 側 ヲ殘 シ

テ大 部 分 圍繞 包裡 セル コ トコ レナ リ.

先 ヅ100倍 ノ模 型 ニ就 キ觀 察 スル ニ本 器 官 ハ著

シ ク伸 長 セ ル細 長 キ棍 棒 状 ヲ呈 シ右側11.4cm,

Fig. 13.
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左 側11.6cmノ 長 サ ヲ有 シ最 大部 ニ於 テ 内外徑

1.8cm,腹 背徑2.0cmニ シ テ長 サ ノ著 シ キ伸 長 ニ

比 シ太 サハ殆 ド増 大 セ ズ.Jacob. Organノ 背 壁

尾端 ニ近 キ部 ニ於 テ左 右 ノ該 器 官原 基 共 ニ 各3箇

宛 ノ背 側腺 出現 シ其 ノ前 尾 方部 ノ モ ノ最 モ ヨ ク

發育 シ コ ノ者 右 側 ニ於 テハ2.8cm左 側 ニ於 テハ

1.9cmノ 長 サ ヲ有 スル モ他 ノ2箇 ハ 未 ダ甚 ダ短 小

ナ リ(Fig. 13).

次 ニ顯 微鏡 的 ニ檢 索 スル ニ横 斷 面 ハ其 ノ尾端 部

ニ於 テ ハ 略 ボ橢 圓形 ニ シ テ ソノ長 徑 ハ 背 腹 ノ方 向

ニ存 スル モ體 部 中央 部 ニ及 ベ バ 管腔 ノ増 大 ト捻 轉

トノタ メ ニ長 徑 ハ背 外 方 ヨ リ腹 内方 ニ向 フ,管 壁

モ愈 々分 化 シテ 内 側壁 ハ厚 ク多 層 圓 柱 上皮 ヨ リ成

リ外 壁 ハ 甚 ダ薄 シ,而 シ テ背 側 腺 原基 ノ出現 部 位

ガJacob. Organノ 壁 ノ厚 菲 境 界 部 ニ一致 スル所

見 ハ既 ニ檢 索 セ ルMaus, Ratte及 ビMeersch-

weinchenト 異 ル所 ナ シ(Fig. 14).

Fig. 14.

第8階 梯 Nr. 168 (Sch-StL. 26.0mm)

本 階梯 ニ入 リテ終 端 腺 原 基 ノ出現 ヲ認 ム.コ レ

ハ未 ダ甚 ダ短 小 ナ ル〓 状 ニ シテJacob . Organノ

尾端 ニ各1箇 發現 ス.其 ノ横 斷 面 ハ圓 形 ニ シ テ中

央 ニ小 ナ ル點 状 ノ内腔 存 在 シ腺 壁 ハ一 層 ノ骰 子 状

細 胞 ニ テ被 ハ レ直 チ ニJecob. Organノ 尾端 ニ開

口 ス.

本 階 梯 ニ於 ケ ルJacob. Organハ 一般 ニ其 ノ撚

轉 ヲ失 ヒテ左 右 ニ壓 平 セ ラ レタル ガ如 キ形 ヲ呈 シ

其 ノ尾方 部 ハ横 斷面 ハ略 ボ橢 圓形 ヲ呈 シ長 徑 ハ 腹
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背 ノ方 向 ニ位 シ内 側壁 及 ビ腹 側 壁 ハ 非 常 ニ厚 ク シ

テSinnesepithelヲ 以 テ 成 リ背 及 ビ外 側 壁 ハ之 ニ

反 シ薄 ク シ テ前 者 ノ約1/3厚 サ ニ過 ギ ズ(Fig. 15,

16).

Fig. 15.

Fi. 16
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本器 官 中央部 ハ最 大 ノ太 サ ヲ有 シ内腔 モ擴 大 シ

内側壁 ハ益 々厚 ク且 前 階梯 ニ現 ハ レタル 内側 壁 ノ

内面 ノ透 明層 ハ益 々著 明 トナ ヲ其 ノ幅 ヲ増 セ リ.

口方 ニ及 ブ ニ從 ヒ管 腔 ハ 極 メテ徐 々 ニ狭 小 トナ リ

最 口方 ノ小 部 分 ハ頓 ニ細 小 ナルAusfuhrungsgang

トナ リテ鼻腔 底 ニ近 ク開 口セ リ.

100倍 模 型 ニ就 テJacob. Organノ 各 部 ヲ計測

スル ニ全 長 ハ左 側 ニ於 テ14.3cm,右 側14.6cmニ

シテ最 大部 ノ 内外徑 ハ左 側0.9cm,右 側0.8cm,

腹 背徑 ハ左 側4.7cm,右 側4.6cmニ シ テ左 右 大

差 ヲ認 メズ.終 端 腺 ハ 左 右 共 ニ蕾 状 ノモ ノ2箇 宛

出 現 シ背 側腺 ハ發 育 モ進 展 シ分枝 セ ル モ ノア リ,

右 側6箇,左 側7箇 ノ 出現 ヲ見,何 レモ 本器 官 中

央 部 ヨ リ尾 方 部 ノ背 側壁 ニ結 合 ス(Fig. 17).

Fig. 17.

第9階 梯

本階 梯 ニ於 テ特 記 スベ キ ハ腺 ノ簇 生 セ ル コ トニ

シテ終端 腺,腹 側 腺 及 ビ背 側 ヲ區 別 シ何 レモ管 状

腺 ニシテ單層 圓柱 上 皮 ヲ以 テ被 ハ ル.

本 器 官 内 側壁 ハ多 層 圓柱 上皮 即チSinnesepithel

ヨ リ成 リテ厚 ク,外 側壁 ハ2層 ノ骰 子 状 細 胞 即 チ

Respirationsepithelヨ リ成 リテ薄 シ(Fig. 18) .
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Fig. 18.

75倍 ノ 模 型 ニ 就 キ テ 計 測 ス ル ニ 全 長 ハ 右 側

19.7cm,背 腹 徑 ハ2.2cm,内 外 徑 ハ1.6cmニ シ

テ極 メテ扁 平 ナ ル板 状 ヲ呈 シ多數 ノ腺 ノ結 合 ヲ認

メ終 端腺 ハ短 小 ノ管 状 腺 ニ シテ4箇 存 在 シ背 側 腺

ハ其 ノ數 實 ニ19箇 ニ及 ビ前 階 梯 ニ於 テ ハ 中央 部

ヨ リ尾方 ニ ノ ミ派 生 シ タ ル モ 本 階 梯 ニ於 テ ハ

Jacob. Organ體 部 背壁 ノ全 長 ニ亙 リテ出現 シ半

數 以 上 ハ分 枝 セル ヲ認 ム.腹 側 腺 ハ其 ノ出現 最 モ

遲 カ リ シ タ メ其 ノ數12箇 ニ及 ベル モ未 ダ短 小 ナ

ル蕾 状 ニシ テJacob. Organノ 腹 側 壁 ノ尾半 部 ニ

1列 ニ 出現 セ リ(Fig. 19).
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Fig. 19.

Fig. 20.

29



2260 藤 井 正 和

總 括 及 ビ 考 察

1. Kaninchenembryoニ 於 ケルJacob. Organ

ノerste AnlageハSch-StLange 6.0mmノ 胎

兒 ニ 於 テ 其 ノRiechgrubeノ 内側 壁 ノ外 皮 トノ

移 行 部 位 ニ出現 シ其 ノ部 ノ上皮 ハ肥 厚 シ其 ノ肥厚

部 ノ 中央 ハ 陷 入 シ テ皿 状 ヲ呈 ス.Ratteニ 於 テハ

6.2mm, Mausニ 於 テ ハ4.0mm,海 〓 ニ於 テハ

7.0mmノ 各 胎兒 ニ於 テ始 メテJacob. Organノ

初 發原 基 ヲ認 メ タル コ トハ 既 ニ檢索 ヲ了 ヘ テ報 告

セ シ所 ナ リ.而 シテRatte及 ビ海 〓 胎 兒 ニ於 テ ハ

Kaninchenト 略 ボ同 一 ノ位 置 ニ初 發 原基 ノ出現

ヲ認 メ且 コ ノ際 嗅器 ハ嗅 窩 ノ状 態 ニア ル モMaus

胎兒 ハ コ レラ ト異 ナ リ嗅 窩 モ稍 々分 化 セル 胎 兒 ニ

初 發 原 基 ノ出現 ヲ認 メ其 ノ出現 部位 亦 異 リテ嗅窩

内 側壁 ノ腹 背 徑 ニ於 ケ ル中 央 ナ リ.即 チ哺 乳 類 ニ

於 テ モ動 物 ニ ヨ リerste Anlageノ 形 態 及 ビ位置

ニ多少 ノ差 違 ア ル コ トヲ認 ム.

2. 管 腔 ノ形 成 ニ就 テ ハ 家 兎 胎 兒 モRatte,

Maus及 ビMeerschweinchenノ 各 胎 兒 ニ於 ケル

ガ如 ク其 ノ初 發 原基 ニ於 テ 中央 部 ノ陷 入 ヲ認 メ其

ノ兩側 提 起 シテ漸 次 其 ノ尾 方 部 ヨ リ 口方 ニ向 ツ テ

鼻 腔 壁 ヨ リ分 離 シテ管 腔 ヲ形 成 スJacob. Organ

ノ形態 ハ家 兎 胎 兒 ニ 於 テ モRatte, Maus及 ビ

Meerschweinchenノ 各 胎 兒 ニ於 ケ ル ト略 ボ同

樣 ナ ル棍 棒 状 ヲ呈 シ兩端 ハ狭 小 トナ リ中 央部 ヨ リ

稍 々頭 方 ニ亙 ル 部分 最 モ太 ク其 ノ異 ル所 ハ家 兎 胎

兒 ニ ア リテハ 他 ノ動 物 ノ如 キJacob. Organ外 側

壁 ノ縦 溝 ヲ形 成 セザ ル コ トニ シ テ コ ノ部 僅 ニ平

滑 ナ ル ニ過 ギ ズ,從 ツ テ 其 ノ横 斷 面 ガ他 動 物 ノ

nierenformigナ ル ニ反 シ家 兎 胎 兒 ノモ ノハ橢 圓

形 ナ リ.

3. 家 兎 胎 兒 ニ於 ケ ルJacob. Organノ 鼻腔 ニ

交 通 スルAusfuhrungs-gangハ 鼻 腔 底 近 ク鼻腔

ニ結 合 交 通 セ ル コ トハRatte, Maus及 ビMeers-

chweinchenノ 胎 兒 ト異 ナ ラズ.

4. 管腔 壁 ノ分 化 ニ就 テ述 ブ レバJacob. Organ

ノ壁 ハ 既 ニ其 ノ初 兆 期 ヨ リ増 殖 旺 ニ シテ多 層 圓柱

上 皮 ヨ リ成 リ第4階 梯8.5mmノ 胎兒 ニ於 テ分 化

ノ徴 現 ハ レ背 内側 壁 ハ腹 外 側壁 ニ比 シ稍 々厚 ク且

膨 隆 セ ル ニ反 シ後 者 ハ薄 ク 且平 滑 ナ リ,コ ノ厚 サ

ノ比 ハ 分化 ノ進 ム ニ從 ヒ益 々増 加 シ前 者 ハ多層 圓

柱 上 皮 ヨ リ成 ルSinnesepithelニ 分 化 シ後者 ハ菲

薄 ナルRespirationsepithelト 成 ル コ トハ 他動 物

ト同 樣 ナ リ.

5. Jacob. Organノ 附 屬 腺 ハ家 兎 胎兒 ニ於 テ

ハ 終 端 腺,腹 側腺 及 ビ背 側腺 ノ出現 ヲ認 メ各 腺 ハ

何 レ モ 管 状 腺 ニ シ テ 單 層 ノ骰子 状 細 胞 ヨ リ成 リ

200mm胎 兒ニ於 テ始 メテ背 側 腺現 ハ レ次 デ終端

腺 出現 シ腹 側 腺 ハ最 後 ニ發 生 ス.Ratteニ 於 テハ

18.1mm胎 兒 ニ於 テ始 メ テ 背 側腺 現 ハ レ終 端 腺

稍 々遲 ク レテ21.0mm胎 兒 ニ於 テ出現 ス ル モ腹

側 腺 ハ遂 ニ出 現 セ ズ,Mausニ 於 テハ14.2mmノ

胎 兒 ニ於 テ終 端 腺 及 ビ背壁 腺 ノ原 基 發 生 シ稍 々遲

レテ腹 側 腺 發 生 ス.又 海 〓 胎 兒 ニ ア リテハ17mm

胎 兒 ニ於 テ先 ヅ終 端 腺 發 生 シ次 デ腹 側腺 出現 シ最

後 ニ背 側 腺 出現 スル コ トハ 既 ニ何 レモ報 告 セ シ所

ニ シテ コ レニ依 リテ腺 ノ發 生部 位 及 ビ其 ノ出現 順

序 ハ動 物 ニ ヨ リテ差 異 アル コ トヲ認 ム.

6. Jacob. Knorpelハ12.0mm (Nr. 48)胎

兒 ニ於 テ初 メ間 葉細 胞集 積 トシ テ弦 月状 ヲ呈 シテ

Jacob. Oganノ 内腹 側 ニ出現 シ,初 メ其 ノ發 育

遲 々 タル モ20.0mm (7 Stad)胎 兒 ニ至 リテ急 速

ニ發 育 シ テ 馬蹄 形 ヲ呈 シ テJacob. Organノ 背外

方 ノ1部 ヲ除 ク他 ノ部 ヲ包圍 ス.

結 論

以 上 ノ事 實 ヨ リ次 ノ結 論 ニ到 達 セ リ.

1. 家 兎胎 兒 ニ於 ケルJacob. Organノ 初兆 ハ

頂 臀 徑6.0mm胎 兒 ニ發 現 シ先 ヅ嗅 窩 内 側壁 ノ外

皮 トノ移 行 部 位 ニ上皮 ノ肥 厚 トシテ生 ジ次 デ其 ノ

肥 厚 部 ノ中央 陷 入 シ始 ム.

2. Jacob. Organノ 管 腔 形 成 ハ 陷 入セ ル溝 ノ

兩 側堤 防 状 ニ隆 起 シ次 デ該 原 基 尾 方端 ヨ リ漸 次 口

方 ニ向 ツテ鼻 腔 壁 ヨ リ絞扼 セ ラ レテ形 成 セ ラル.
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3. 壁 ノ分 化 ハ8.5mm胎 兒 ニ於 テ初 兆 ヲ現 ハ

シ腹 内側壁 ハ 厚 ク背 外 側壁 ハ薄 ク且溝 ノ形 成 ヲ認

メズ.

4. 家 兎 胎 兒 ノJacob. Organハ 圓 管 状 ノ

Ausfuhrungsgangヲ 以 テ鼻 腔 底 ニ近 キ 鼻 腔 ノ内

側 口方端 ニ開 口交通 ス.

5. 附屬腺 ハ20.0mm胎 兒 ニ 於 テ 先 ヅ背 側 腺

出現 シ次 ニ26.0mm胎 兒 ニ至 リ終 端 腺 現 ハ レ最

後 ニ35.0mmノ 胎兒 ニ於 テ腹 側 腺 發 生 ス.

擱 筆 ニ臨 ミ御 懇篤 ナ ル御 指 導 竝 ニ御 校 閲 ノ

勞 ヲ賜 リタル恩 師敷 波 教 授 ニ謹 ミテ深 謝 スル

ト共 ニ種 々御 助言 ヲ賜 リタル 金 津 助 教 授 ニ深

甚 ナ ル謝 意 ヲ表 ス.

文 獻 ハ 前篇 ニ同 ジ.

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Morphogenetische  Studien uber das Jacobsonsche Organ bei Saugetieren.

IV. Mitteilung.

Untersnchungen bei Embryonen von Kaninchen.

Von

Masakazu Fujii.

Eingegangen, am 28. Februar 1941.

Fernerhin hat der Verf. bei Embryonen von Kaninchen, welche sich in 9 Entwicklungs-
studien von 6,0mm Sch. -St. -L. befunden, die Entwicklungsvorgange des Jacobsonschen 
Organes systematisch und morphogenetisch untersucht. Aus dem Vergleich der Ergeb-
nisse mit den Vorhergehenden drei Ergebnissen kam der Verf. zu folgendem Schluss:

1) Die erste Anlage des Jacobsonschen Organes wird bei einem Embryo von 6,0mm 
Sch. -St. -L. beobachtet. Sie ist zunachst als eine Verdickung des Epithels, welches an 
einem Ubergangsteil der Innenwand des Sulcus Olfactorius zur Oberhaut vorhanden ist, 
angedeutet. Hierauf folgt dann die Einsenkung des mittleren Teiles der verdickten Partie. 

2) Das Lumen entsteht dadurch, dass sich die beiden Seiten der eingesunkenen Fur-
che dammartig erbeben und dann vom kaudalen Ende der Anlage her allmahlich oral-
warts eingeschnurt und von der Wand der Nasenhohle abgetrennt werden.

3) Die Differenzierung der Lumenwand beginnt bei einem Embryo von 8,5 mm Sch.

-St. -L. Die ventral Innenwand ist dick, wahrend die dorsale Aussenwand dunn ist, an 
der auch keine Furche anzutreffen ist. 

4) Das Jacobsonsche Organ der Embryonen von Kaninchen mundet durch einen 
rundlichen Ausfuhrungsgang in die Innenwand der Nasenhohle, und zwar am oralen Ende 
der Innenwand in der Nahe des Bodens der Nasenhohle. 

5) Die Nebendruse bringt zuerst ihre dorsale Druse bei einem Embryo von 20,0mm
Sch.  -St. -L . zum Vorschein. Darauf tritt dann die Enddruse bei einem Embryo von 26,0
mm  Sch. -St. -L. in die Erscheinung.

6) Der Jacobsonsche Knorpel ist zum erstenmal bei einem Embryo von 2,0mm Sch. 
-St . -L. erkennbar. Er entwickelt sich dann bei einem Embryo von 20,0mm Sch. -St. -L. 
sehr rasch, nimmt eine Hufeisenform an und umhullt das Jacobsonsche Organ ausschliess-
lich eines Teiles der dorsalen Partie. (Autoreferat)
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